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甲

　高血圧とタバコ喫煙はそれぞれ心血管疾患の独立したリスクとなるが、その関連については特に日
本人において不明である。われわれは、日本人の男女労働者を対象に、喫煙の有無が高血圧の新規発
症リスクに及ぼす影響を検討した。

　対象は2007～2018年に健康診断に参加した高血圧のない被験者5,439人である。アウトカムは、高血
圧の発症（血圧140/90mmHg以上または降圧薬の開始）とした。喫煙状況と高血圧発症との関連を評価
するために、Cox比例ハザードモデルを用いた。

　平均6.0年の追跡期間中に1,395人（25.6％）が高血圧を発症した。高血圧の粗発生率（100人年当た
り）は、現在非喫煙者（n=3,033）3.4、禁煙者（n=445）4.2、持続喫煙者（n=1,961）5.7であった。
多変量調整後のハザード比は、現在の非喫煙者と比較して、持続喫煙者で1.34（1.20-1.50）、禁煙者
で1.03（0.86-1.24）であった（傾向性P値＜0.01）。層別解析では、高血圧の発症リスクは、調査開
始時の血圧が低い、または糖尿病のない持続喫煙者は、現在の非喫煙者と比較して有意に高かった。
禁煙による高血圧発症の有意なリスク低下は、調査開始時の血圧値が高いか、禁煙後に体重増加がな
い対象者で明らかであった。

　喫煙は高血圧発症の独立した危険因子であった。禁煙は、持続的な喫煙に比べ、特に血圧値の高い
被験者において、高血圧発症のリスクを減少させた。また、禁煙後に体重を維持することも高血圧発
症の予防に役立つことが示唆された。
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